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一
、
序

愛
媛
県
松
山
市
と
今
治
市
を
直
線
で
結
ん
だ
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
す
る
標
高
千
四
十
米
の
楢
原
山
頂
の
奈
良
原
神
社
で
昭
和
九
年

八
月
二
十
六
日
雨
乞
行
事
の
為
め
境
内
大
掃
除

の
際
発
見
さ
れ
た
経
塚

の
主
要
を
を
為
す
金
銅
製
宝
塔
々
身

の
外
周
に
書
刻
さ
れ
た
梵
字
の
形

式
と
内
容

の
解
明
が
本
研
究
の
目
的
で
あ
る
。

二
、
基
礎
事
項

1
出
土
地

愛
媛
県
越
智
郡
玉
川
町
栖
原
山
頂

奈
良
原
神
社
境
内

2
現
在
地

玉
川
町
鈍
川
字
吉
ケ
谷
鈍
川
温
泉
郷

内
国
宝
収
蔵
庫

3
管
理
者

玉
川
町

4
出
土
宝
塔
の
製
作
年
代

推
定
藤
原
期
十
二
世
紀
後
半

5
国
宝
指
定

考
第
二
十

一
号
昭
和
三

十

一
年
六
月
二
十
八
日

6
筆
者
の
現
物
調
査

昭
和
五
十
年
六
月
七

日

7
参
考
資
科

本
学
会
発
表
時

の

S
a
i
t
o
 

P
r
i
n
t
 

N
o
.
 
4
4
の
要
記

二
紙
に
諸
表
図
等
あ
り
。

三
、
梵
字
形
式

こ
の
宝
塔
に
は
梵
字
以
外
の
文
字
は
認
め
ら
れ

な
い
。
そ

の
梵
字
の
書
体
に
就

い
て
、
今
迄

の
研
究
報
告
書
類
で
は
「
ラ

ン
ツ
ア
体
」
で
あ
る
と
か
或
は

「梵
字
の
体
を
な
し
て
居
ら
ぬ
」
等
の

記
載
が
多
く
あ
る
が
、
こ
の
梵
字
書
体
は
悉
曇

S
i
d
d
h
a
m
と
呼

ば
れ

る
文
字
で
古
来
よ
り
日
本
で
は

「
シ
ツ
タ
ン
」

と
称
し
た
も
の
で
、
宝

塔
で
は
当
時
彫
刻
し
難
い
金
属
に
刃
物
を
当
て
て
の
物
故
下
書
き
の
墨

書

の
様
に
は
行
か
ず
、
苦
辛
の
跡
が
書
体
の
誤
解
を
招
い
た
原
因
と
推

定
さ
れ
る
。

日
本
で
梵
字
と
申
せ
ば
こ
の
悉
曇
文
字
を
指
す
も
の
と
解

さ
れ
、
日
本
全
土
に

れ
を
見
ぬ
所
は
な
い
程

に
行
き
渡
つ
た
文
字
で

あ
る
。
更
に
区
分
す
れ
ば
正
面
曼
茶
羅

の
文
字

は
中
央
二
字
を
除
く
他

の
全
字
は
毛
筆
書
き
文
字
で
、
そ
の
外
周
を
袋
彫
り
し
た
文
字
と
、
中

央
を
線
刻
単
線
文
字
と
に
な
る
。
曼
茶
羅
中
央

二
字
と
背
面
の
大
日
真

言
十

一
字
計
十
三
字
は
刷
毛
書
き
体

の
文
字
で
朴
筆
体
と
も
呼
ば
れ
、

各
文
字
の
外
周
を
線
刻
し
て
い
る

(
第
一
図
第
二
図
参
照
)

四
、
梵
字
群
の
内
容
と
問
題
点

塔
身
外
周
梵
字
は
二
グ
ル
ー
プ

に
区
分
さ
れ
、
正
面
の
方
線
及
月
輪
内
の
梵
字

は
法
華
曼
茶
羅
で
全
四

十
六
字
を
以
つ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
。
背
面
の
大
梵
字
十

一
字
は
中
央

五
字
が

a
 b
a
m
 ram
 h
a
m
 K
h
am
 
大
日
上
品
悉
地
、
そ
の
外
六
字

は
o
m
 
a
 v
i
 ra
 h
u
m
 k
ha
m
 大
日
中
品
悉
地

の
両
真
言

で
あ

る
。

こ
の
梵
字
群
と
言
ふ
よ
り
は
、
こ
の
塔
の
問
題
点
は
、
曼
茶
羅
中
央
二
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字
の
向

つ
て
左
方
の
吽

h
u
m
字

に
あ
る
。
こ
の
文
字
が
何
仏
の
種
子

と
し
て
表
現
さ
れ
た
も
の
か
が
不
明
の
為
め
、

こ
の
曼
茶
羅
を
法
華
の

そ
れ
と
決
定
す
る
事
が
出
来
な
か

つ
た
。
日
本

で
の
法
華
法
曼
茶
羅
遺

品
中
釈
迦
如
来
の
種
子
の

b
h
ah
と

並
ん
で

a
又
は

ah
の

文
字
が

そ
の
殆
ん
ど
で
あ
る
。

こ
れ
等
は
何
れ
も
多
宝
如
来
の
種
子
と
さ
れ
、

多
宝
、
釈
迦
の
並
座
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
多
宝
如
来
の
種
子
を

h
u
m

と
す
る
例
は
今
迄
に
知
ら
れ
て
居
ら
ず
、
従

つ
て
中
尊
の
種
子
が
不
明

の
と
こ
ろ
か
ら
曼
茶
羅
名
を
決
定
し
兼

て
、
現
在
に
及
ん
で
い
た
。
筆

者
も
現
物
調
査
に
及
ん
で
始
め
て
釈
迦
と
並
座
す
る
梵
字
が

h
u
m
で

あ
る
事
を
知

つ
て
驚
い
た
。
早
速
筆
者

の
曼
茶
羅
整
理

ノ
ー
ト
を
子
細

に
見
討
し
た
と
こ
ろ
、
只

一
つ
同
位
置
に
吽
h
u
m
を

持
ち
更
に
そ
れ
に

多
宝
如
来
と
傍
書
し
た
法
華
法
曼
茶
羅

の
存
在
が
判
明
し
た
。
そ
れ
は

京
都
醐
醍
寺
蔵

「
四
家
砂
図
像
」
中

の
三
種
法
華
法
曼
茶
羅
中
の

一
種

で
あ

つ
て
、
本
宝
塔
の
曼
茶
羅
と
構
成
文
字
の
殆
ん
ど
が

一
致
し
て
居

る
事
も
見
の
が
せ
な
い
。
こ
の
事
か
ら
本
宝
塔
曼
茶
羅
中
央
の
吽

h
u
m

字
は
多
宝
如
来
種
子
と
推
定
さ
れ
る
。
更
に
そ

の
全
容
も
法
華
法
曼
茶

羅
と
決
定
す
る
事
が
出
来
る
。
是
等

の
事
か
ら
京
都
と
伊
予
と
両
者
関

係
は
本
宝
塔
を
含
む
経
塚

の
成
立
に
重
要
性
を
示
め
し
て
来
る
。
四
家

鈔
図
像
が
鎌
倉
初
期

の
物
と
推
定
さ
れ
る
事
か
ら
そ
以
前

の
平
安
期
に

期
に

の
種

(多
宝
仏
に
吽
字
)
の
法
華
曼
茶
羅

が
成
立
し
て
居
り
、
そ

の
後
四
家
砂
図
像
は
そ
れ
等

の
多
く
を
集
録
し
今
日
に
伝
え
た
も
の
と

推
定
さ
れ
る
。
右
図
像

の
集
録
前
、
平
安
末
期
頃
に

の
種
特
殊
曼
茶

第二図 宝塔梵字(第 一図)の 説明図 中央の多宝如来種字に注意。
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羅
が
伊
予
国
に
も
伝
え
ら
れ
た
事
を
、

こ
の
宝
塔
の
曼
茶
羅
は
示
め
し

て
居

り
、
文
化
伝
播
を
語
る
具
体
遺
品
と
し
て
そ
の
重
要
性
が
推
定
さ

れ
る
。
五
、
信
仰
思
想

こ
の
法
華
曼
茶
羅
の
主
尊
で
あ
る
多
宝
如
来
の

種
子
に
吽
字
が
用
い
ら
れ
た
事
の
背
景
、
即
ち
、
そ
の
信
仰
思
想
に
は
、

日
本

密
教
の
特
色
で
も
あ
る

「
両
部
不
二
大
日
信
仰
」
と

「
法
華
密
教

思
想
」
が
推
定
さ
れ
る
。
両
部
不
二
思
想
は
印
度
以
来
と
推
定
さ
れ
蘇

悉
地
羯
曜
経
な
ど
は
そ
の
故
に
台
密
に
重
要
視
さ
れ
、
中
国
で
も
海
雲

の
両
部
大
法
相
承
師
資
付
法
記
唐
大
和

八
年

A
.
 D
.
 83
4
な
ど
が
あ

り
、

両
部
不
二
思
想
の
研
学
が
な
さ
れ
た
が
、
両
部
不
二
大
日
信
仰
に

迄
た
か
む
る
に
到

つ
た
の
は
日
本
密
教
を
俟
た
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
如

く
で
、
日
本
に
は
多
く
の
両
部
不
二
大
日
の
信
仰
遺
物
が
現
存
す
る
。

そ
の
信
仰
と
法
華
密
教
が
習
合
し
た
と
こ
ろ
の
信
仰
遺
物
と
し
て
、
こ

の
宝
塔
梵
字
の
内
容
を
み
る
事
が
出
来
る
。

六
、
宝
塔
と
の
関
連
遺
物

本
塔
内
及
同
出
土
の
銅
経
筒
三
口
内

に
は
紙
本
経
が
奉
納
さ
れ
て
い
た
が
朽
ち
果
て
、
そ
の
内
容
は
知
る
由

も
な
い
が
軸
端
金
具
等
が
残

つ
て
い
る
。
そ
の
他
の
関
連
品
日
、
経
筒

用
外
套
用
甕
三
口

・
銅
鏡

・
鍔
口

・
銅
鈴

・
鉄
鈴
・
宋

窯
青
白
磁
盒

子

・
金
銅
笄

(片
方
耳
掻
)
・
檜
扇

・
椀
形
土
器
・
刀
子
・
ガ

ラ
ス
玉
・

銅
銭

(唐
開
元
通
宝

A
D
-
6
2
1
0
-
江

戸
寛
永
通
宝
A
D
-
1
6
2
2
計

百
数
十
枚
)
.

石
造
宝
塔

(建
徳
二
辛
亥
十
二
月
日
、
願
主
浄
幹
、
大
工
藤
原
宅
人
の
刻
銘
あ

り

A
D
-
1
3
7
1
)
、

以
上
が
宝
塔
と
共
に
貴
重
な
遺
物
で
あ
る
。
了
。
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